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平成25年3月26日
高次脳機能障がい者自動車運転評価について
（１）現状
　・既に免許を取得している高次脳機能障がい者は、自動車運転を再開する場合、兵庫県総合リハビリテーションセンター（神戸市西区）まで評価を実施してもらうため足を運んでいる。
　・大阪府高次脳機能障がい相談支援体制連携調整委員会の時から大阪府内でも自動車学校で
　高次脳機能障がい者の自動車運転評価が可能となるよう問題提起。
　
（２）自動車運転評価の流れ（兵庫県総合リハビリテーションセンター）
　①　本人が自動車運転評価の申込書を兵庫県総合リハビリテーションセンターの自立訓練センターに提出。（主治医の意見書、セラピストの資料を添える）
　②　運転のための評価を自立訓練センターの作業療法士（ＯＴ）が下記の検査を実施。
　　　（約1時間）
　　　・警察庁方式運転適性検査Ｋ－２
　　　・ＴＭＴ　Ａ・Ｂ（注意力）
　　　・レーブン　　　（視覚状況判断力）    神経心理学的検査
　　　・コース立方体  （知能）等
　③　②の結果を判断して試乗評価を実施するか検討。
　④　③の結果、試乗評価が可能となれば、自立訓練センター内の教習コースを自動車学校教官
　　　が助手席、②の検査を実施したＯＴが後部座席に同乗し試乗を行う。
　⑤　高次脳機能評価に加え、発症からの期間や経過、本人の高次脳機能以外の問題点（視力や視野、運動機能面の評価等）を確認し総合的に評価。
　⑥　必要があれば自動車学校の教官が助手席に同乗し習熟訓練も実施。（座学1時間、自立訓練センター教習コース1時間、路上走行6時間）
　⑦　自動車運転再開する場合、兵庫県警察運転適性相談窓口に相談するよう案内。

（３）大阪府で実施する場合の課題
　①　兵庫県と同様の施設がないため府内自動車学校の協力要請。
　②　兵庫県総合リハビリテーションセンター自立訓練センターと同様の検査を実施するセラピストの確保。（警察庁方式運転適性検査Ｋ－２、神経心理学的検査）
　③　試乗運転の際、後部座席に同乗し試乗評価を行うセラピストの確保。（②と同一人物であることが望ましい。）
　④　自動車運転再開判断の基準

（４）今後の方向性
　　・大阪府障がい者自立支援協議会高次脳機能障がい相談支援体制連携調整部会ワーキンググループで自動車運転評価実施のための検討を行う。
・他府県や自動車運転に取り組んでいる医療機関等の情報を収集し、公安委員会にも確認しながら関係機関で連携し検討。
　 
